
谷芯際に沿って
ロアーニⅡ裏面に
シングルセメント
塗布

４０程度

４０程度

下葺き材を軒先から４０m m 程度控えて
張り、スターター裏面のプレセメントを
必ず軒先水切ＧＬに接着させる

下葺き材を軒先から４０m m 程度控えて
張り、スターター裏面のプレセメントを
必ず軒先 水切ＧＬに接着させる

下葺き材と水切の接着、及び
  水切固定の釘頭をシールするため

下葺き材

釘はプレセメント上（スリットの上部）に打つ。

　　!!　下記の点を必ず守って施工してください　!!

１．梱包を開いたら、速やかに張り付ける。
　（１時間以上紫外線下に放置すると粘着力が低下します。）
２．張り付け前の粘着材には絶対にホコリをつけない。
３．張り付け後の転圧は十分に行う。
　（転圧が不十分の場合、ロアーニが飛散してしまう恐れがあります。）
４．同一ロットで施工する。
５．積雪寒冷地、強風地域、緩勾配仕様等は、必ず標準設計施工
　　要領書をご確認の上、施工してください。

この施工ポイントは、一般地域
木下地、屋根勾配３寸以上に適用

（２本/枚）

※　スターターと棟は本体を加工して作ることもできます。
　　その場合は、上図の様にカットし、図のプレセメント
　　位置にシングルセメントを塗布します。

※ 本施工要領書の内容は施工品質向上のため、予告無しに変更する場合があります。

棟材を葺き足
125mm で張り
重ねていく
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※棟換気役物を設置する場合は、
　標準設計施工要領書をご参照ください

スターター（要上下確認）

１０㎜程度
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プレセメントが
付いている方が
軒先側になります

 

張り付け後転圧ローラーで
しっかりと転圧する


